
結晶
けっしょう

と光のステキな関係 －顕微鏡
け ん び き ょ う

で見る鉱物
こ う ぶ つ

の七変化－ 
理学部 地球環境科学 西山・磯部研究室 
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地球物質科学共通実験室

 みなさんは，地球やほかの星々がどのようなものでできているか知っていますか？地球や惑星

の岩石のほとんどは結晶からできています。つまり，結晶を調べることは地球を調べることと同じ

なのです。ここでは偏光顕微鏡という武器を使って，結晶の不思議なすがたを見てみましょう。き

っとおどろく発見があるはずです！！ 

 

 

 

 まず，地球を作っている岩石を見てみましょう。みなさんのもつ岩石

のイメージはどのようなものでしょう？きっと黒っぽいごつごつとした，

あまりきれいなものではないというものではないでしょうか？しかし，岩石を薄くみがいて偏光顕

微鏡で見てみると，カラフルな結晶の世界が広がります。実際に見てみましょう！ 

地球の岩石を見てみよう 西山研究室 

 

 

 

隕石を見てみよう 磯部研究室 

 隕石
いんせき

は，太陽系ができたときに地球とは別の小さな惑星をつくる石ころと

して生まれたものです。それが，46 億年間宇宙を旅して，地球に降ってきた

ものなのです。隕石の中にもいろいろな結晶があります。ここでは，実際に

宇宙を旅してきた隕石にさわったり，偏光顕微鏡を使って観察することができます。月の石もある

かも！！ 

 

 

 

 岩石の中の結晶は，何千年，何百万年といった人間には計り知れない

時間をかけてゆっくりとつくられます。ここでは，この何万年という時間をギ

ュッとちぢめて，顕微鏡の下で数秒間にひろがる結晶の成長を観察するこ

とができます。 オドロキデス！ 

結晶のできかたを見てみよう 西山・磯部研究室 
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